
平成３０年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙 2 

【調査票】 

 

学校番号 学 校 名 課   程 

２３ 福島県立あさか開成高等学校 全日制（単位制） 

 

Ⅰ期選抜  

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  
志願してほしい生徒  

選  抜  資  料  備 

考  志願理由書  調 査 書  面  接  そ の 他  

国際科学科 ２５％ 

程度 

 

本校は、国際社会に貢献する人材の育成

と、個人の尊厳を重んじ､真理と平和を希求

する知・徳・体の調和のとれた人間の育成

を目指す教育を行っており、次のような生

徒を求めている。  

Ａ型（学業） 

学業成績が優秀で、英検３級以上を取

得するなど高い英語力を有し、入学後

は、本校の国際理解・国際交流活動にも

積極的に参加して学業に励み、将来は四

年制大学への進学を希望する者。 

Ｂ型（運動部） 

中学校で部活動（本校にある運動部）

を継続しながら中心的な役割を担い、入

学後も本校にある同じ部活動に所属し、

学習活動と両立させながら３年間継続

して活動する意志が強い者。なお、中学

校での活動は特設陸上部、スポーツクラ

ブ等も認める。 

Ａ型（学業）： 

本 校 へ の 志

望動機、学業及

び国際理解・国

際交流活動へ

の抱負、将来の

進路希望等に

ついて本人が

記入する。 

Ｂ型（運動部）： 

本 校 へ の 志

望動機、将来へ

の抱負、中学校

での実績及び

入学後の部活

動への取り組

み方等につい

て本人が記入

する。 

「各教科の学

習の記録」は 135

点満点とする。  

「特別活動等

の記録」は点数化

しないが、内容に

ついて精査する。 

Ａ型（学業）： 

個人面接を

実施する。面

接の内容は、

中学校におけ

る学習活動の

成果を問う内

容（英語）を

含む。面接に

ついては、点

数化する。 

Ｂ型（運動部）： 

個人面接を

実施する。面

接 に つ い て

は、段階評価

する。 

Ａ型（学業）： 

課題文型小論文を実

施する。課題文を読み、

設問に答えるとともに、

600 字程度で自分の考え

を述べる問題等を課す。

小論文については、点数

化する。 

Ｂ型（運動部）： 

実技試験を実施する。

実技試験については、種

目ごとに実施し、点数化

する。    

作文を実施する。ある

テーマについて、600 字

程度で自分の感想や思

いを述べる作文とする。

作文については、点数化

する。 

 



平成３０年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙 2 

【調査票】 

 

学校番号 学 校 名 課   程 

２３ 福島県立あさか開成高等学校 全日制（単位制） 

 

Ⅱ期選抜 

大学科  

小学科  
募集定員  

選  抜  資  料  学力検査と調査

書の成績の比重  
備 考  

学 力 検 査  調 査 書  面  接  

国際科学科 （200） ５教科とする。 ｢各教科の学習の記録｣は 195点満点

とする。 

「特別活動等の記録」は点数化しな

いが、内容について精査する。 

集団面接を実施する。 

面接については、段階評価

する。 

同等とする。  

Ⅲ期選抜 

大学科  

小学科  

選  抜  資  料  
備 考  

調  査  書  面    接  小論文（又は作文）  

国際科学科 「各教科の学習の記録」は 135 点満

点とする。 

「特別活動等の記録」は点数化しな

いが、内容について精査する。 

個人面接を実施する。 

面接については、段階評価する。 

作文を実施する。 

あるテーマについて、800 字程度で自分

の感想や思いを述べる作文とする。 

作文については、段階評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

別紙 2 

【調査票】 

 

学校番号 学 校 名 課   程 

２３ 福島県立あさか開成高等学校 全日制（単位制） 

 

外国人生徒等に係る特別枠選抜 

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  

選  抜  資  料  
備 考  

調 査 書  作  文  面  接  そ の 他  

国際科学科 若干名 「各教科の学習の記録」

は 135 点満点とする。  

「特別活動等の記録」は

点数化しないが、内容につ

いて精査する。 

本県所定の調査書の記

載が困難な場合は、外国に

おける最終学校の成績証

明書、又はこれに代わるも

ので代替することができ

る。 

日本語による作文を実

施する。 

あるテーマについて、

800 字程度で自分の感想

や思いを述べる作文とす

る。 

作文については、段階評

価する。 

日本語による個人面接を

実施する。 

面接の内容は、日本語の文

章を音読し、それについて日

本語で問う内容を含む。 

面接については、段階評価

する。 

基礎学力検査（数学、英

語）を実施する。 

基礎学力検査は、中学校

卒業程度の学力を問う本

校自作問題とする。 

基礎学力検査について

は、点数化する。 

 

 


